
新エネルギー部 風力・海洋グループ

山家 美歩

2023年度成果報告会
プログラムNo.33

グリーンイノベーション基金事業／
洋上風力発電の低コスト化プロジェクトのご紹介

発表日： 2024年2月1日



目次

2

１．グリーンイノベーション基金事業の概要

２．「洋上風力発電の低コスト化」プロジェクトの概要

３．フェーズ１ 要素技術研究開発テーマのご紹介

４．フェーズ２ 浮体式洋上風力発電実証について



目次

3

１．グリーンイノベーション基金事業の概要

２．「洋上風力発電の低コスト化」プロジェクトの概要

３．フェーズ１ 要素技術研究開発テーマのご紹介

４．フェーズ２ 浮体式洋上風力発電実証について



グリーンイノベーション基金事業の概要
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2050年カーボンニュートラルの実現に向け、官民で野心的かつ具体的な目標を共有した上
で、これに経営課題として取り組む企業等に対して、10年間、研究開発・実証から社会実装
までを継続して支援する。

• 産業分野毎の特性も考慮した上で、プロジェクト毎に野心的な2030年目標を設定

• グリーン成長戦略において実行計画を策定している重要分野を対象

• 研究開発成果を社会実装につなげるため、企業等の経営者に対して、長期的な経営課
題として粘り強く取り組む事へのコミットメントを求めるなど、独自の仕組みを導入

グリーン成長戦略において実行計画を策定した重点14分野

本事
業
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「洋上風力発電の低コスト化」プロジェクトの概要
事業実施の背景：洋上風力産業ビジョン（第１次）
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※2020年12月「洋上風力産業競争力強化に向けた官民協議会」にて策定
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「洋上風力発電の低コスト化」プロジェクトの概要
洋上風力の産業競争力強化に向けた技術開発ロードマップ
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事業概要

日本における洋上風力の導入拡大と産業競争
力強化の好循環を達成するため、深い海域で
も導入余地が大きい浮体式を中心とした洋上
風力発電の早期のコスト低減を行い、日本のみ
ならず、海外（特にアジア）への導入拡大を図る。

期間

2021年度～2030年度（10年間）

予算

1,195億円 ※NEDO負担額
（助成率 フェーズ1:2/3、フェーズ2:1/2or2/3）

フェーズ１： 345億円 フェーズ２： 850億円

「洋上風力発電の低コスト化」プロジェクトの概要（全体像）
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フェーズ１ 要素技術研究開発テーマのご紹介
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軸受：大同メタル工業、NTN
タワー：駒井ハルテック

セミサブ型浮体：日立造船 他、ジャパンマリンユナイテッド 他、東京ガス 他
TLP方式：三井海洋開発 他
スパー型浮体：東京電力リニューアブルパワー 他、戸田建設

ダイナミックケーブル・洋上変電所・洋上変換所
東京電力リニューアブルパワー 他

予防・保全：北拓、NTN、戸田建設
点検・監視：東京電力リニューアブルパワー 他、関西電力 他
メンテナンス船：古河電気工業 他、SOV開発合同会社



フェーズ１ 要素技術研究開発テーマのご紹介
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【浮体基礎】
・設計技術の確立
・量産化に向けた検討

【係留システム】
・設計技術の確立
・張力監視システム開発

【低コストな施工方法】
・浮体、係留索、係留基礎
・ダイナミックケーブル

低コストと優れた社会受容性を実現する
ＴＬＰ方式による浮体式洋上発電設備の開発

三井海洋開発、JERA、東洋建設、古河電気工業

遠隔化・自動化による運転保守高度化とデジ
タル技術による予防保全

東京電力リニューアブルパワー、東芝エネルギーシステムズ

・ナセル内部の遠隔点検
・ドローンによる外観点検
・画像診断

・超小型ROVによる浮体、
係留索、ダイナミックケー
ブルの状態監視及び画
像解析

ドローンによる風車ブレード点検について、2023/11/29に
東芝EES・NEDOで共同リリースをしました！
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風車、浮体、係留システム、ケーブルの挙動・性能・施工性・コストを考慮した一体設計により、
浮体式洋上風力発電の信頼性の向上と低コスト化を目指し、システム全体として関連技術を
統合した実証を行う。

• 都道府県からの情報提供を元に、2023年10月経済産業省が４つの実証候補区域を発表

• NEDOが行う公募に参加する事業者は、候補区域の中から実証を行う区域を選択し、実
証の実施計画を作成

• NEDOの採択審査を経て、最終的に実証を行う事業者及び区域を決定

フェーズ２ 浮体式洋上風力発電実証について
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北海道石狩市浜益沖

北海道岩宇・南後志地区沖

秋田県南部沖

愛知県田原市・豊橋市沖

経済産業省が公表した実証候補区域 NEDO HPにて公募予告中



参考情報
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NEDOのHPで、GI基金事業の特設ページを公開しています。

1月末に洋上風力と太陽光発電
のプロジェクトに関する特集記事
（前編・後編）が公開されました
ので、ぜひご覧ください！
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ご静聴ありがとうございました。


